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神奈川県総合リハビリテーションセンター七沢リハビリテーション病院脳血管センター山 下 俊 紀
脳卒中連携における維持期連携パスへの関わりこれからの取り組み手続きの具体について 神奈川脳卒中地域連携パス

記入方法と手続き

PPTまたはPDFで用意神奈川県医師会HPに掲載
オーバービューパスは患者に持たせておいて説明時に加筆します。施設間パスは担当の１枚に記入します。元先の双方向に渡す場合もあります。コピーして必要な相手施設に渡します。自病医院・施設にもコピーを保管します。急性期からの綴じ込みになるとよい。

脳卒中地域連携（循環型）計画管理病院 介護支援事業所
連携保険医療機関 介護老人施設その他病院療養病床群

診療所急性期病院
リハビリ病院回復期

維持期医療
((((廃用症候群廃用症候群廃用症候群廃用症候群))))
報告報告報告報告((((再発再発再発再発・・・・再診再診再診再診))))在宅・入所

在宅・入所回復期リハ 報告 合併症合併症合併症合併症
これからの進展• 神奈川脳卒中広域シームレス医療研究会加盟ネットワーク計画管理病院と回復期病院の会• 郡市医師会脳卒中地域連携連絡協議会• 脳卒中地域連携に関する情報交換会• 各地医師会毎に脳卒中医療連携情報交換会各ネットワークが郡市医師会と協働で維持期までの連携体制の構築へ

診療報酬を得るための手続き関東信越厚生局（神奈川事務所）への申請の実際
• 手続きの中心は計画管理病院にある
• 一つの計画管理病院につき“複数の”●連携保険医療機関（回復期リハ病院）と介護老人保健施設●退院後の通院治療を行う医療機関（診療所）と介護サービス事業所をリストアップして一括申請する必要あり 診療所居宅介護支援事業所等リハ病院老健施設等 診療所居宅介護支援事業所等 （（（（100100100100点点点点））））
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急性期病院名脳卒中 連携の流れ！脳卒中地域連携の流れは
• 急性期病院⇒リハ病院⇒診療所がよい現実は
• 急性期病院⇒リハ病院⇒急性期病院⇒診療所
• リハ病院からかかりつけ医に送り出したい手続きは
• 連携健保手続きの中核が計画管理病院にある
• かかりつけ医を挙げられるのはリハ病院より急性期病院（土地勘・診療内容から）

手続きの方法●●医師会とネットワークが協働して所属する計画管理病院とリハ病院とで協働で診療所・介護支援事業所へ普及計画管理病院を核とした連携体制の確立＜病・病・診 連携＞在宅医療でのかかりつけ医の選択は急性期病院からリハ病院に教示されたい
今後の展開

• 医師会が診療所・(介護施設)をリストアップ
• 急性期病院が連携診療所・介護支援施設を登録する
• リハ病院も同様の登録、診療所も登録
• リストは逐次更新の要あり
• 情報交換会は県・ネットワーク・医師会の各レベルを利用！
• 隣接ネットワークの相互乗り入れも

加入診療所等募集！（例）○○地区脳卒中地域連携の会入会（健保対価登録）希望アンケート  ○○地区脳卒中ネットワークの計画管理病院（急性期病院）と連携保険医療機関（リハ病院）に登録され、「連携保険医療機関（リハ病院）退院後の外来医療を担う保険医療機関」として申請・登録されることを希望するかどうかを調査させていただきます。  脳卒中の外来医療を担う保険医療機関の登録申請希望書  ○○地区脳卒中ネットワーク 御中  ○○地区脳卒中ネットワークの計画管理病院（急性期病院）と連携保険医療機関（リハ病院）に登録され、「連携保険医療機関（リハ病院）退院後の外来医療を担う保険医療機関」として申請・登録されることを希望する。  診療所名  院長名  所在地  電話番号・ファックス番号  メールアドレス   上記をご記入の上、○月○日までに○○医師会事務局に提出してくださるか、 ○月○日の情報交換の会合にご出席の時に受付にお出し下さい。  世話人：○○医師会地域保健担当理事 ○○ 事務局：○○病院地域連携室 ○○ 
○○地区脳卒中地域連携（情報交換）会への参加のお誘いと 脳卒中地域連携パスの運用受け入れ（参加）許諾アンケート  平成20年より厚労省の保健医療計画に基づき神奈川県でも脳卒中地域連携体制の確立をめざして脳卒中地域連携クリティカルパスの構築をしてまいりました。同年に脳卒中地域連携パスを用いた急性期病院と回復期リハ病院との病病連携に健保対価が付き、○○地区の病院でも連携パスを運用しております。当地域で運用しております連携パスが、現在、神奈川県共通脳卒中地域連携パスとして県内各地で利用されております。 脳卒中の診療は急性期医療、回復期リハビリだけでは済まず、再発予防のための基礎疾患の維持医療やリハビリ継続のために、維持期医療と称して診療所の先生方には、かかりつけ医として継続的な医療管理・指導をお願いすることが多いと思われます。地域内の急性期病院、回復期リハビリ病院、維持期関連施設（かかりつけ医、介護施設、療養病床など）で発症から再発・合併症まで対応できるスムーズな循環型地域連携が求められるところです。 平成22年より脳卒中の連携医療では、診療所や介護施設を含めた連携パスの利用にも健保対価が付きました。健保対価を求めるためには、病院側が連携パスを利用した診療に協働する診療所をリストアップして届出をする必要があります。そこで今回、厚木地区でも病病連携と共に連携パスを利用した診療に協働して頂ける診療所をリストアップするためにご参加頂ける診療所を募ることにしました。この点につきましては別添の「○○地区脳卒中地域連携（情報交換）会」でご説明いたします。  当地区でネットワークを組む脳卒中地域連携パスの計画管理病院は、 ○○病院、○○病院、○○病院、○○病院、○○病院 等で、 連携医療機関（回復期リハビリ病院）は、   ○○病院、○○病院、○○病院、○○病院、○○病院 等です。 健保対価は、次のように発生します。 ・ パスをもって受診した患者の状態を急性期計画管理病院にパスで報告することで「地域連携診療計画退院時指導料（Ⅱ）300点を算定できる。 ・ 必要書類は、対応する急性期計画管理病院のリストを記載し地域連携診療計画に係る情報交換のための会合に参加ありに記して厚生局に提出する。 ・ 「地域連携診療計画書＝連携パス」は神奈川県共通パスとして用意されている。 


